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日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

無

会

派

る
よ
う
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

日
本
の
伝
統
・
文
化
の

良
さ
を
発
信
す
る
能
力
・
態
度

の
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
①
内

容
は
。
②
伝
統
的
な
食
文
化
へ

の
理
解
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

和
食
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
。

答
弁　

①
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
車

人
形
体
験
、
茶
道
教
室
な
ど
各

学
校
の
特
色
に
応
じ
た
事
業
を

実
施
。
②
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
調

理
実
習
で
み
そ
汁
を
つ
く
る
学

校
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
食

の
発
信
も
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

滞
納
問
題
に
つ
い
て
、

26
年
度
の
不
納
欠
損
額
は
。

答
弁　

市
税
と
国
民
健
康
保
険

税
合
わ
せ
て
、
26
年
度
は
約

１
億
３
千
535
万
円
あ
っ
た
。

質
問　

市
史
料
調
査
に
お
け
る

近
代
史
調
査
の
範
囲
は
。

答
弁　

明
治
以
降
を
対
象
と
し

こ
れ
ま
で
明
治
初
期
昭
島
旧
十

ヶ
村
誌
な
ど
３
冊
を
発
刊
し
た
。

今
後
、
西
川
製
糸
や
旧
役
場
文

書
な
ど
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
自
分
に
厳
し
く
な
い

人
が
権
力
を
持
っ
た
組
織
は
非

常
に
怖
い
。
法
律
で
許
さ
れ
て

も
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
あ
る
。
伝
統
的
な
定
め
や
道

徳
だ
。」
と
の
元
衆
議
院
議
長

の
言
葉
が
あ
る
。
道
徳
教
育
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　

教
育
の
原
点
は
家
庭
で

あ
り
、
人
は
親
や
先
祖
が
あ
っ

て
自
分
が
あ
る
。
家
庭
、学
校
、

地
域
な
ど
が
連
携
し
た
中
で
の

教
育
が
大
切
と
考
え
る
。

質
問　

財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
内
容
は
。　

答
弁　

職
員
人
件
費
等
の
減
額

（
１
面
下
段
よ
り
）
に
よ
り
歳
出
に
お
け
る
一
般
財

源
額
を
３
千
790
万
円
減
額
し
た

た
め
、
繰
入
金
を
減
額
し
た
。

質
問　

職
員
数
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
な
し
の
き
保
育
園
で
調

理
員
を
減
ら
し
、
嘱
託
職
員
を

配
置
し
た
理
由
は
。

答
弁　

来
年
度
、
公
私
連
携
型

保
育
所
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
。

質
問　

司
書
や
社
会
福
祉
主
事

等
の
資
格
を
持
っ
た
職
員
は
何

名
い
る
の
か
。

答
弁　

司
書
は
嘱
託
職
員
も
含

め
８
人
。
社
会
福
祉
主
事
は
生

活
保
護
や
障
害
福
祉
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
等
、
合
計
で
32
人
。

質
問　

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の

導
入
に
よ
り
、
教
員
の
勤
務
時

間
外
の
労
働
時
間
等
を
把
握
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
具
体
的
な
対
応
は
。

答
弁　

勤
務
時
間
を
超
え
る
時

間
数
や
、
仕
事
内
容
等
を
把
握

し
た
上
で
、
今
後
の
対
策
を
立

て
て
い
き
た
い
。

質
問　

教
員
の
残
業
時
間
が
増

え
て
い
る
原
因
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答
弁　

学
習
指
導
の
準
備
だ
け

で
な
く
、
部
活
動
の
指
導
や
保

護
者
へ
の
対
応
、
国
等
か
ら
の

調
査
対
応
な
ど
に
時
間
を
費
や

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
①
路
線
バ
ス

が
拝
島
営
業
所
か
ら
拝
島
駅
ま

で
は
通
っ
て
い
る
が
、
昭
島
駅

方
面
に
向
か
う
に
は
乗
り
換
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
便
と
の

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
や
子
連

れ
の
方
に
は
か
な
り

の
負
担
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
路
線
拡
充

を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
は
。
②

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

①
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
が
前
提
だ
が
、
多
く
の

市
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
も
バ
ス
会
社

と
協
議
し
て
い
く
。
②
地
域
の

交
通
需
要
に
対
応
し
た
バ
ス
路

線
の
保
持
、
拡
充
を
引
き
続
き

バ
ス
会
社
に
要
請
し
て
い
く
。

鉄
道
に
つ
い
て
も
沿
線
自
治
体

は
。
②
災
害
に
強
く
、
地
域
活

性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効

な
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
。
災
害
等
の

有
事
の
際
の
情
報
提
供
や
、
市

の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
導
入
を
早

急
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
は
。

答
弁　

①
現
在
は
福

島
会
館
と
武
蔵
野
会

館
の
２
館
に
設
置
し

て
い
る
。
市
立
会
館

の
立
地
や
機
器
の
配
置
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
す
る
中
で
、
利
用
団

体
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
検
討
し
て
い
く
。

②
昭
島
市
総
合
戦
略
等
に
基
づ

き
、
観
光
、
防
災
の
両
面
で
の

情
報
提
供
手
段
と
し
て
、
市
の

公
共
施
設
に
対
す
る
環
境
整
備

の
取
り
組
み
を
今
後
、
検
討
し

て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
、
要
介
護
状
態
の
方
、
女
性

や
子
ど
も
な
ど
災
害
弱
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
①
安
否
確
認

等
支
援
体
制
は
。
②
福
祉
避
難

所
の
設
置
体
制
は
。
③
防
災
無

線
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
の
声

が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、実
施
時
期
は
。

答
弁　

①
民
生
・
児
童
委
員
、

障
害
者
福
祉
関
係
団

体
、
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
が
連
携
し

た
体
制
の
確
立
を
目

指
し
、
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
②
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
か
所
を
指
定
。ま
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
５
か
所

と
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
関
す

る
協
定
を
締
結
。
③
来
年
度
か

ら
実
施
し
、
難
聴
地
域
の
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

来
年
４
月
か
ら
要
支
援

１
、２
の
予
防
訪
問
介
護
と
予

防
通
所
介
護
が
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
新
総
合
事
業
に
移

行
さ
れ
る
が
、
①
基
本
的
な
考

え
は
。
②
計
画
立
案
に
事
業
所

の
合
意
形
成
を
。
③
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

①
移
行
に
当
た
り
、
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
現
行
か
ら
低
下

質
問　

Ｊ
Ｒ
八
高
線
梨
木
踏
切

に
つ
い
て
、
①
存
続
を
願
う
市

民
の
声
に
応
え
、
安
全
性
と
利

便
性
の
確
保
を
図
る
べ
く
Ｊ
Ｒ

と
交
渉
を
。
②
市
の

立
ち
位
置
は
市
民
の

生
活
を
守
る
観
点
と

考
え
る
が
、所
見
は
。

答
弁　

①
都
市
計
画

道
路
整
備
は
地
域
住

民
の
理
解
が
前
提
と
考
え
、
引

き
続
き
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
く
。
②
立
体
横
断
施

設
が
で
き
た
場
合
は
近
く
の
踏

切
を
統
廃
合
す
る
と
い
う
基
本

方
針
は
あ
る
が
、
地
域
住
民
の

声
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

質
問　

昭
島
市
を
取
り
巻
く
経

済
状
況
と
動
向
を
問
う
。
①
第

１
四
半
期
も
残
り
１
か
月
を
切

る
が
、
所
見
は
。
②
も
の
づ
く

り
企
業
立
地
継
続
支
援
事
業
・

創
業
支
援
事
業
を
本
年
度
も
継

続
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

前
年
度
の
実
施
実
績

と
そ
の
効
果
は
。
③

中
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
策
は
。
④
雇

用
充
実
の
考
え
は
。

⑤
国
は
全
て
の
事
業

者
・
企
業
を
対
象
に
、
平
成
24

年
に
１
回
目
の
経
済
セ
ン
サ
ス
・

活
動
調
査
を
実
施
し
、
現
在
２

回
目
の
調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。

調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
地
方

公
共
団
体
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

①
法
人
市
民
税
や
個
人

市
民
税
の
状
況
か
ら
、
経
済
状

況
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と

考
え
る
。
②
４
事
業
所
に
対
し

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
、
①
施
設
整
備
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。
②

100
床
規
模
の
施
設
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
介
護

保
険
料
へ
の
影
響
額

は
。
③
待
機
者
の
実

態
把
握
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
在
宅
生
活

が
困
難
な
要
介
護
高
齢
者
の
生

活
の
場
で
あ
り
、
家
族
の
介
護

負
担
軽
減
の
主
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
の
一
つ
と
位
置
付

け
、
介
護
保
険
の
安
定
的
な
運

営
に
も
配
慮
す
る
中
で
、
適
切

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
②

防
音
、
防
振
、
防
臭
対
策
の
補

助
を
実
施
し
、
周
辺
地
域
へ
の

貢
献
と
安
定
し
た
操
業
の
継
続

が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
空
き
店

舗
活
用
補
助
に
よ
り
５
店
舗
が

新
規
開
店
し
て
お
り
、
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
商
店
街
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
く
。
③
融
資
な
ど

の
資
金
面
で
の
支
援
や
事
業
承

継
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
っ
て
い
る
。

④
あ
き
し
ま
就
職
情
報
室
な
ど

を
活
用
し
、
雇
用
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。
⑤
各
種
行
政
施
策

や
地
域
産
業
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
総
合
戦
略
、
地
域
防

災
計
画
等
で
、
市
の
産
業
の
概

第
６
期
の
介
護
保
険
料
の
検
討

の
中
で
は
約
100
人
の
市
民
の
入

所
を
見
込
み
、
被
保
険
者
１
人

当
た
り
約
160
円
の
上
昇
を
見
込

ん
で
い
る
。
③
国
の
全
国
調
査

結
果
を
基
本
に
、
市
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
状
況
を
聞

き
な
が
ら
実
態
を
把
握
。

質
問　

持
続
可
能
な
介
護
保
険

制
度
の
観
点
か
ら
、
保
険
料
抑

況
を
示
す
た
め
活
用
し
て
い
る
。

質
問　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
役
割
に
対
し
て
、
①
市
と
し

て
期
待
す
る
こ
と
は
。
②
高
齢

者
実
態
調
査
な
ど
に
お
い
て
、

的
確
な
最
新
情
報
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
地
域
福
祉

の
中
核
と
し
て
、
共

に
支
え
合
え
る
地
域

社
会
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
へ
の
参

画
を
お
願
い
し
た

い
。
②
訪
問
を
し
て
い
た
だ
く

高
齢
者
の
情
報
を
一
覧
表
で
渡

し
て
お
り
、
最
新
か
つ
正
確
な

も
の
と
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

制
へ
の
取
り
組
み
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
、
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
介
護
予
防
教
室
の

実
施
な
ど
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
、
強
化
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

屋
外
運
動
施
設
の
充
実

に
つ
い
て
、
①
河
川
敷
等
の
未

利
用
地
な
ど
に
、
新
た
な
運
動

場
を
整
備
し
て
は
。
②
く
じ
ら

運
動
公
園
内
に
仮
設
式
で
は
な

い
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
。

③
福
島
第
五
児
童
遊
園
に
水
洗

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
。

答
弁　

①
現
在
、
国
の
許
可
を

得
て
河
川
敷
部
分
で
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
公
園
と
し
て

利
用
し
て
い
る
場
所

以
外
は
、
生
態
系
保

持
空
間
で
あ
り
、
こ

れ
以
上
の
整
備
は
困

難
で
あ
る
。
②
原
則

的
に
河
川
の
増
水
時
に
施
設
の

移
動
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

国
と
の
調
整
を
含
め
、
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。
③
多
摩
川
堤

防
上
に
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を

有
す
る
中
、困
難
性
が
あ
る
が
、

国
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

が
一
体
と
な
っ
た
協
議
会
等
を

通
じ
、
利
便
性
の
向
上
や
輸
送

力
増
強
に
向
け
関
係
機
関
に
要

請
し
て
い
く
。

質
問　

魅
力
あ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
①
会
議
や
講
演

会
等
が
多
く
開
催
さ
れ
る
市
立

会
館
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

設
置
は
、
効
果
的
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見

さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
に
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
②
事
業
所
の
意
見

を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
が

構
築
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

③
制
度
の
安
定
的
な
運
営
等
に

十
分
配
慮
し
決
定
し
て
い
く
。

クリケットのまちへ
（中学校合同部活動クリケットクラブ）

質
問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、①
事
務
経
費
約
４
千
400
万

円
に
一
般
財
源
を
約
１
千
800
万

円
充
当
し
て
い
る
。
所
見
は
。

②
交
付
通
知
書
の
封
筒
に
、
封

入
物
が
わ
か
る
よ
う
な
記
載
を
。

答
弁　

①
国
の
責
任
で
全
額
を

財
政
措
置
す
べ
き
と
の
緊
急
要

請
を
し
て
い
る
。
②
早
期
に
対

応
し
、
改
善
し
た
い
。

無
　
会
　
派
　
　
　
　  

南
雲
　
隆
志
　
議
員

昭
島
市
を
取
り
巻
く

経
済
状
況
と
動
向
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
梨
木
踏
切
存
続
を
願
う

　

市
民
の
声
に
応
え
る
べ
き

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団
　
熊
崎
　
真
智
子
　
議
員

暮
ら
し
や
す
い

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団
　
吉
野
　
智
之
　
議
員

公
明
党
昭
島
市
議
団
　
赤
沼
　
泰
雄
　
議
員

介
護
保
険
の
充
実
に
つ
い
て
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